
 Ⅱ 理科の問題と 
  調査結果・分析等 

 

 

 

１ 「設問のねらいと評価」について 

◎ 「大問・領域」には１～１１までの大問ごとに、その「領域」または「内容」を示し

た。「設問のねらい」には小問ごとの設問のねらいを、「評価」の項目には、「自然事象

への関心･意欲･態度」「科学的な思考・表現」「観察・実験の技能」「自然事象について

の知識・理解」の４観点に該当するものを○印で示した。 

 

２ 「調査結果の概要と分析」について 

◎ 調査結果の分析については、「全体（教科全般）」「領域別（領域や内容別）」「継続し

て見られる課題」を示した。 

（◇：良好な結果がみられた点  ◆：課題がみられた点  ○：指導のポイント） 

 

３ 「領域別調査結果の指導のポイント」について 

◎ 大問ごとに問題・正答・誤答例・結果等について左ページに、その考察（概要・指導

のポイント）について右ページに記した。 

 

※ 分析等では、小数第２位を四捨五入した調査結果を用いている。 

（※誤答例は、抽出生徒の主な誤答について頻度の高いもの） 

分析ページの構成と見方について 

 

教科に関する調査 
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評価の観点 １…自然事象への関心・意欲・態度 ２…科学的な思考・表現 

３…観察・実験の技能  ４…自然事象についての知識・理解 

領

域 
内 容 大問 小問 設問のねらい 

評 価 

1 2 3 4 

生
物 

植物の生活と種類 

（顕微鏡の使い方） 
1 

（１） 顕微鏡の各部の名称が分かる。 
   

○ 

（２） 顕微鏡の倍率を正しく計算することができる。 
  

○ 
 

（３） 顕微鏡の正しい操作方法を習得している。 
  

○ 
 

（４） 顕微鏡の見え方と操作方法について正しく理解している。 
  

○ 
 

植物の生活と種類 

（花のつくりとはたらき・

植物の分類） 

2 

（１） ツツジの花のつくりについて正しく理解している。 
   

○ 

（２） 単子葉類の特徴について正しく理解している。 
   

○ 

（３） 
ツツジのおしべに相当する部分がマツのどこの部分に位置す

るかを正しく理解し、名称が分かる。    
○ 

（４） ゼニゴケやイヌワラビの生殖方法を理解している。 
   

○ 

植物の生活と種類 

（光合成） 
3 

（１） 
光合成と気体の出入りに関する実験の結果を把握し、石灰水が

白くにごるかどうかを適切に判断することができる。  
○ 

  

（２） 
光合成のはたらきでタンポポの葉が二酸化炭素を吸収し、石灰

水が白くにごらなくなることを説明できる。  
○ 

  

（３） 光合成の条件（日光・二酸化炭素）を実験結果から推論できる。 
 
○ 

  

地
学 

大地の成り立ちと変化 

（火山活動と火山噴出物） 
4 

（１） 火山の形と溶岩の特徴を理解している。 
   

○ 

（２） 火山噴出物のねばりけと色の関連性を説明できる。 
 
○ 

  
（３） 深成岩のつくりを正しく理解している。 

   
○ 

（４） 火成岩のつくりと各部分の名称を正しく理解している。 
   

○ 

（５） 鉱物の種類のうち、無色鉱物を指摘できる。 
   

○ 

大地の成り立ちと変化 

（地質） 
5 

（１） Ｓ波とＰ波の特徴とＳ波によるゆれの名称を「主要動」と分かる。 
   

○ 

（２） 
初期微動継続時間はＳ波とＰ波の到着時間の差であることが

分かる。    
○ 

（３） 
初期微動継続時間を用いて、観測点の震源からの距離を求める

ことができる。  
○ 

  

（４） 日本付近のプレートの動きを理解している。 
   

○ 

物
理 

身近な物理現象 

（光） 
6 

（１） スクリーンに映る像のでき方が分かる。 
 
○ ○ 

 
（２） スクリーンに映った像の名称が分かる。 

   
○ 

（３） 
凸レンズによってできる実像の位置や大きさについての規則

性を理解している。  
○ ○ 

 

身近な物理現象 

（音） 
7 

（１） 雷の音が光に比べ、遅れて届く理由が分かる。 
 
○ 

  
（２） 音と光の速度の差を利用して、雷までの距離を計算できる。 

  
○ ○ 

（３） 音が伝わる媒体が分かる。 
   

○ 

身近な物理現象 

（力） 
8 

（１） 
おもりの質量とばねののびのグラフから、ばねののびを求める

ことができる。   
○ ○ 

（２） おもりにはたらく重力を、力の３要素を考慮しながら図示できる。 
  

○ ○ 

（３） 力の大きさとばねののびには比例の関係があることを理解している。 
 
○ ○ 

 

化
学 

身の回りの物質 

（水溶液の性質） 
9 

（１） 溶液は「溶質」と「溶媒」でできていることを理解している。 
   

○ 

（２） 物質は水に溶けても、溶液中に存在していることを理解している。 
 
○ ○ ○ 

（３） 溶液の均一性を理解している。 
   

○ 

身の回りの物質 

（気体の性質） 
10 

（１） 気体のつくり方から、発生する気体の名称が分かる。 
   

○ 

（２） 
気体の作り方から、発生する気体を判断し、その気体を集める

方法と名称が分かる。  
○ 

 
○ 

（３） 気体のつくり方から、気体を判断し、その性質が分かる。 
  

○ ○ 

身の回りの物質 

（溶解度） 
11 

（１） 溶解度曲線を読み取ることができる。 
 
○ 

  
（２） 質量パーセント濃度を計算することができる。 

 
○ 

  

（３） 
水溶液を冷やしていったときに析出する規則正しい形の固体

が「結晶」であることが分かる。   
○ ○ 

（４） 溶解度の差を利用し、再結晶する物質の質量を求めることができる。 
 
○ 

  
 

１ 設問のねらいと評価 
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 全 

 

体 

◇教科全体の平均正答率は58.6％であった。平成24年度は58.1％であったの

で、ほぼ変わらない結果である。 

◆教科全体の平均無解答率は6.9％であった。平成24年度は4.5％であったの

で、2.4ポイント上がった。 

◆質量パーセント濃度や溶解度の差を利用して物質の質量を求める問題など

計算して求めることに課題があると考えられる。 

領 

 

域 

 

別 

生 

 

物 

◇顕微鏡の正しい操作方法を答える問題の正答率は 86.9％と高く、一方、顕

微鏡の倍率を正しく計算する問題の正答率は 72.1％であった。 

◆基本的な用語を答える問題の無解答率は高かった。 

問１（１）10.8％、問２（４）13.7％ 

◆実験の結果から分かることを答える問題の正答率は、50％に達しなかった。 

○基本的な用語を正しく理解すること、実験の条件設定をよく理解して予想

や仮説を立てて実験を行うこと、実験結果から分かることを自分の言葉で

説明することについて繰り返し指導することで定着を図る必要がある。 

地 

 

学 

◇深成岩のでき方とそのつくりを答える問題の正答率は 80.8％と高かった。 

◆グラフからＳ波を選び、Ｓ波が起こすゆれの名称を答える問題の正答率

34.6％は低く、「主要動」など基本的な用語の理解に課題がある。 

◆火成岩について基本的な用語の理解に課題があると考えられる。 

○マグマのねばりけと噴火の様子、火山の形、造岩鉱物の種類や色、マグマ

のかたまり方等を関連付けて、用語の理解を深める指導が必要である。 

物 

 

理 

◇スクリーンに映る像のでき方を答える問題の正答率68.3％は、平成24年度

の正答率57.3％と比較すると大幅に上がっている。 

◆雷の音が光より遅れて届く理由を答える問題の正答率71.4％は、平成24年

度の正答率83.6％と比較すると大幅に下がった。空欄に適切な言葉を入れ

る問題から、記述で理由を答える問題に変えたためと考えられる。 

○実像の位置や大きさについて、実験結果が正しく整理されていない。実験

結果を整理した上で考察し、説明できる力を伸ばす必要がある。 

化 

 

学 

◇グラフから水温が変化したときのとける質量の違いを答える問題の正答率

は 81.0％と高かった。 

◆質量パーセント濃度を計算する問題（26.1％）、溶解度の差から再結晶す

る物質の量を求める問題（31.7％）の正答率は低かった。 

○計算して求める問題を苦手に感じている生徒が多いため、時間をかけて反

復練習するとともに、授業の中で量的な概念の定着を図る必要がある。 

み 継 

ら 続 

れ し 

る て 

課   

題   

◆観察や実験の結果から分かることや現象の理由を説明すること。 

◆基本的な用語を正しく理解し、問題の趣旨に沿って現象を適切に説明

したり、表現したりすること。 

◆質量パーセント濃度や再結晶する物質の量を計算して求めること。 

 

２ 調査結果の概要と分析  
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３ 領域別調査結果の指導のポイント 

 

（１）生物（植物の生活と種類） 

大
問
内
容 

小

問 
問 題 正 答 

主な 

誤答例 

自
校
の
正
答
率 

市
の
正
答
率 

市
の
無
解
答
率 

設
定
通
過
率 

１ 

植
物
の
生
活
と
種
類 

（
顕
微
鏡
の
使
い
方
） 

(1) 
顕微鏡の各部の名称

を答える問題 
対物レンズ 

レボルバー 

接眼レンズ 
 55.1 10.8 80 

(2) 
顕微鏡の倍率を正し

く計算する問題 
３００倍 

４０倍 

３０倍 
 72.1 2.2 70 

(3) 
顕微鏡の正しい操作

方法を答える問題 
ア→ウ→イ ア→イ→ウ  86.9 1.6 85 

(4) 

顕微鏡の見え方と操

作方法について答え

る問題 

Ｂ Ａ  69.1 1.7 70 

２ 

植
物
の
生
活
と
種
類 

（
花
の
つ
く
り
と
は
た
ら
き
・
植
物
の
分
類
） 

(1) 

ツツジの花のつくり

について正しく答え

る問題 

ウ→イ→エ→ア 
ア→エ→ 

イ→ウ 
 65.7 1.1 80 

(2) 

単子葉類の特徴につ

いて正しく答える問

題 

ア エ、ウ  51.5 1.3 70 

(3) 

ツツジのおしべに相

当する部分がマツの

どの部分に該当する

か答える問題 

イ ア  41.3 2.4 50 

(4) 

ゼニゴケとイヌワラ

ビの生殖方法を答え

る問題 

胞子 種子  58.4 13.7 60 

３ 

植
物
の
生
活
と
種
類 

（
光
合
成
） 

(1) 

光合成のはたらきと、

石灰水の反応を関連

付けて答える問題 

試験管Ｂ ○ 

試験管Ｃ ○ 

試験管Ｂ × 

試験管Ａ ○ 
 47.2 2.0 60 

(2) 

実験結果に基づいて、

石灰水が白くにごら

なかった理由を説明

する問題 

光合成によって

二酸化炭素を吸

収したため 

酸素を放出し

たため 

２つの気体を

記述したため

不可 

 46.2 12.6 50 

(3) 

光合成の条件（日光・

二酸化炭素）を実験結

果から推論して答え

る問題 

ア、エ 
イ、ウを加えた

ため不可 
 47.6 1.6 60 

（単位：％） 
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問題 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析 

顕微鏡の各部の名称を答える（１）の問題は、正答率は 55.1％と低く、無解答率は 10.8％であ

る。対物レンズなど基本的な名称を正しく理解していないものと考えられる。 

顕微鏡の正しい操作方法を答える（３）の問題は、正答率は86.9％と高く、顕微鏡の正しい操作

を理解し、観察に取り組んでいる生徒が多いと考えられる。 

指導のポイント 生物の生活と種類（顕微鏡の使い方）について 

顕微鏡の正しい操作方法を理解し、観察に取り組むことができる生徒は多いと考えられる。 

しかし、顕微鏡の各部の名称の知識は定着していない。このことから、観察の授業の中で、顕微

鏡の各部の名称を生徒に確認させることを繰り返し行い、操作方法とともに定着を図る必要がある。

生物（植物の生活と種類） 



- 8 - 

 

問題 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析 

分解した花のつくりを答える（１）の問題の正答率は 65.7％、平成 24年度の正答率が 48.8％

であり、16.9 ポイントの上昇である。平成 24 年度との違いは、問題文に下線を付けたことで

ある。平成 24 年度は内側から順に並べている解答が多かったが、下線を付けたことにより、問

題文を正しくとらえることができたのではないかと考えられる。 
ツツジのおしべに相当する部分が、マツのどの部分に該当するか答える（３）の問題は、正

答率が 41.3％と低く、正しく理解できていないと考えられる。 

指導のポイント 植物の生活と種類（花のつくりとはたらき・植物の分類）について 

植物の分類では、実物を見せたり、写真やイラストなどで確認したりして、系統立てて分類

ができるよう指導を工夫する。特に、裸子植物、コケ植物、シダ植物の印象は生徒にとって非

常にうすいようである。実物を観察させることで興味・関心を高め、共通点や相違点を目で確

認し、まとめさせることが大切である。また、理科室に写真やイラストを掲示し、生徒がいつ

でも確認できる環境を整えたり、授業で季節の植物を紹介したりして、植物のつくりへの興味・

関心を高め、知識の定着を図ることも大切である。 
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問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析 

正答率が（１）47.2％、（２）46.2％、（３）47.6％と、いずれも 50％を超えておらず、正し

く理解していないと考えられる。特に、（1）の問題では、「石灰水が白くにごる＝二酸化炭素の

存在＝光合成が行われていない」について理解できていない。そのため、（２）の問題では、光

合成に関係する酸素、二酸化炭素のどちらを記述すればよいか迷い、（３）の問題でも酸素、水

などで迷っていたようである。また、光合成の実験は多様な方法があるため、タンポポの実験

を授業で行っていない可能性もあると考えられる。 

指導のポイント 植物の生活と種類（光合成）について 

多くの生徒は、「実験で変化した＝何かが起こった」と考える。そのため、実験方法について

の正しい理解と、予想（結果の解釈）をしっかり整理させてから実験を行わせる。 

さらに、結果をまとめる際は、「この実験から分かる」光合成に必要な条件を考えさせたり、

自分の言葉で記述させたりして、理解を深めることが大切である。 

以前の教科書（平成 23 年度まで）には、本問題の実験は応用実験としてオオカナダモの葉と

BTB 溶液と気体検知管を用いた方法が掲載されていた。現在の教科書には、生徒実験としてタ

ンポポなどの葉と石灰水を用いた方法も加わった。このように、光合成の実験は多様な方法が

あるので、できるだけ生徒に紹介するとよい。 
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（２）地学（大地の成り立ちと変化） 
 

大
問
内
容 

小

問 
問 題 正 答 

主な 

誤答例 

自
校
の
正
答
率 

市
の
正
答
率 

市
の
無
解
答
率 

設
定
通
過
率 

４
大
地
の
成
り
立
ち
と
変
化 

(

火
山
の
活
動
と
火
山
噴
出
物) 

(1) 

溶岩のねばりけから

火山の形を答える問

題 

Ａ Ｂ  68.5 1.6 70 

(2) 

溶岩のねばりけと色

の関連性を説明する

問題 

黒っぽい 白  49.7 8.0 60 

(3) 

マグマの冷え方から

結晶のようすを答え

る問題 

② ①  80.8 2.0 80 

(4) 

火成岩のつくりと各

部分の名称を答える

問題 

Ａ Ｂ、Ｃ  37.7 4.3 50 

(5) 

いろいろな鉱物から

無色鉱物を答える問

題 

③、④ 
①と③ 

②と③ 
 50.4 2.6 50 

５
大
地
の
成
り
立
ち
と
変
化 

(

地
質) 

(1) 

大きなゆれを起こす

波をグラフから選び、

その波が起こすゆれ

の名称を答える問題 

記号 Ｙ波  Ｘ波 

 34.6 4.8 60 

名称 主要動 初期微動 

(2) 
初期微動継続時間に

ついて答える問題 
エ ウ  63.0 2.7 70 

(3) 

初期微動継続時間か

ら震源から観測点ま

での距離を求める問

題 

ア イ  51.2 3.1 60 

(4) 

日本付近でのプレー

トの動きについて答

える問題 

ウ ア  70.6 2.1 70 

（単位：％） 
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問題 

地学（大地の成り立ちと変化） 
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分析 

（２）の問題は、平成 24年度も出題した、溶岩のねばりけと色との関連を記述する問題である。平

成 24年度の正答率が 46.2％、平成 25 年度が 49.7％であり、やや正答率が上がっているが設定通過率

は下まわっている。誤答例として「白い」というものが多く、火山の形と溶岩のねばりけ、溶岩の色

との関連を十分に理解させる必要がある。 

火成岩のつくりと各部分の名称を答える（４）の問題は、正答率は 37.7％であった。火成岩のでき

方・組成、基本的な用語の理解に課題があると考えられる。 

 

指導のポイント 大地の成り立ちと変化（火山活動と火山噴出物）について 

できる限り生徒が触れることができるものを用意したいが、この単元では、再現が不可能であった

り、実際の観察が困難であったりすることが多い。そこで、視聴覚教材を効果的に活用することによ

り、時間的、空間的な広がりについての見方や考え方を身に付けさせることが大切である。 

火成岩については、一人ひとりに岩石標本を準備し、観察の個別化を図ることも必要である。個々

で様々な視点からグループ分けをさせ、班や学級で意見交換する中で、分類のための客観的な視点を

見付けさせる。また、生徒の興味・関心を高めることができるように、観察の方法も工夫する必要が

ある。 

 

参考資料 

※平成 24 年度全国学力・学習状況調査 報告書【中学校】理科 

http://www.nier.go.jp/12chousakekkahoukoku/04chuu-gaiyou/24_chuu_houkokusyo-4_rika.pdf 

 
授業アイディア例より抜粋 
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問題  

                                                                                      

分析 

（１）の問題は、正答率が 34.6％と低く、グラフから大きな揺れを起こすＳ波を選ぶことや、

Ｓ波による揺れが主要動であることについて、正しく理解できていない生徒が多いと考えられる。 

（２）の問題の誤答の多くは「ウ」であり、初期微動継続時間をＰ波とＳ波を使って正しく説

明することができないと考えられる。 

（３）の問題は、正答率が 51.2％と低く、初期微動継続時間から震源から観測地点までの距離

を求めることができない生徒が多いと考えられる。 

指導のポイント 大地の成り立ちと変化（地震）について 

生徒は、縦波と横波の違いを理解することが難しいため、波動実験用のばねを使い、振動方向

の違いによる波の性質について理解を深めさせる必要がある。 

また、複数のデータを基に、地震計の記録から各観測地点の初期微動継続時間を求め、震源か

らの距離と初期微動継続時間が比例関係にあることを見いだすことも大切である。 
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（３）物理（身近な物理現象） 
 

大
問
内
容 

小
問 

問 題 正 答 
主な 

誤答例 

自
校
の
正
答
率 

市
の
正
答
率 

市
の
無
解
答
率 

設
定
通
過
率 

６
身
近
な
物
理
現
象 

(

光) 

(1) 

スクリーンに映る像

のでき方を答える問

題 

エ ウ  68.3 2.2 70 

(2) 

スクリーンに映った

像の名称を答える問

題 

ウ ア  53.1 2.0 70 

(3) 

物体と凸レンズの距

離とスクリーンに映

る実像の位置や大き

さを答える問題 

ウ エ  29.0 3.1 50 

７
身
近
な
物
理
現
象 

(

音) 

(1) 

雷の音が光に比べ、

遅れて届く理由を答

える問題 

音の速さは光

に比べ遅いか

ら 

音の方が遅い

から 

無解答 

 71.4 9.3 80 

(2) 

音と光の速度の差を

利用して、雷までの

距離を計算する問題 

１３６０ｍ 
８５ｍ 

無解答 
 71.9 8.5 80 

(3) 
音が伝わる媒体を答

える問題 

空気 

（空気中） 

気体 

無解答 
 69.1 14.9 80 

８
身
近
な
物
理
現
象 

(

力) 

(1) 
グラフからばねのの

びを求める問題 
６ｃｍ ５ｃｍ  82.0 6.6 80 

(2) 

おもりにはたらく重

力の向きと大きさを

作図する問題 

模範解答参照 

作用点の場所

が違う 

作用点●をか

いていない 

 51.9 6.9 50 

(3) 

ばねののびと、ばね

に加わる力の大きさ

の関係を答える問題 

比例する 比例  64.8 15.8 65 

（単位：％） 
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分析 

（２）の問題は、正答率が 53.1％と低く、誤答の多くは虚像であり、実像と虚像の違いを正

しく理解できていないと考えられる。 

（３）の問題は、凸レンズによってできる実像の位置や大きさについて問う問題で、４択の

記号で答える問題にもかかわらず、29.0％という低い正答率であった。凸レンズによってでき

る実像の位置や大きさについての規則性が理解できていないと考えられる。 

指導のポイント 身近な物理現象（光）について 

実像は、上下左右逆に映ることは理解できているが、物体の位置によって実像のできる位置

や大きさがどのように変わるかについて理解できていない。凸レンズによる像のでき方の作図

の手順について、位置関係を意識させながら、繰り返し作図させることで、凸レンズによって

できる実像の位置や大きさについての定着を図る必要がある。 

また、牛乳パック簡易カメラをつくり、カメラの仕組みを調べることで、凸レンズによって

できる実像についての理解を深めさせることも大切である。 

 

問題  

物理（身近な物理現象） 
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問題 

  

分析 

（１）の問題は、正答率 71.4％で、平成 24 年度 83.6％より低い正答率であり、無解答率も

4.6％から 9.3％と高くなった。これは、空欄に入れる適切な言葉を選択する問題から、「音」

「光」の２つの言葉を用いて理由を記述する問題に変えたことによると考えられる。 

（２）の問題の正答率は 71.9％と高く、光と音の速さの差から雷と観測者までの距離の求め

方については、理解できていると考えられる。 

（３）の問題は、正答率 69.1％に対して、無解答率が 14.9％と高く、音の媒体について理解

できていない生徒もいると考えられる。 

指導のポイント 身近な物理現象（音）について 

共鳴おんさや真空鈴の実験結果から、空気が振動して音を伝えていることを理解させる必要

がある。 

また、固体や液体も音を伝えることを、実際に机に耳を当てたり、水中での様子を聞かせた

りと、様々な体験を通して指導することで、音の媒体についての理解を深める必要がある。 
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問題 

 

分析 

（１）の問題は、正答率 82.0％と高く、グラフからばねののびを求めることについてはよく理

解できている。 

（２）の問題は、正答率 51.9％と低く、誤答の多くは作用点の位置であり、重力のように全体

に力がかかる場合の作用点のかき方が理解できてない。 

（３）の問題は、正答率 64.8％に対して、無解答率が 15.8％と高く、力の大きさとばねののび

の関係について説明することができていない。また、「比例」という誤答も多く、記述の仕方に

も課題があると考えられる。 

指導のポイント 身近な物理現象（力）について 

この実験は、比較的正確な結果が得られる実験であるため、グラフのかき方を丁寧に指導し、

実験結果を正しくグラフに表すことができるようにする。そして、グラフから力の大きさとばね

ののびには比例の関係があることを見いださせる。力の表し方について、定着までの問題演習を

重視し、重力のように全体に力がかかる場合は、物体の１点（重心）に作用点をかくことを理解

させることが大切である。 
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（４）化学（身の回りの物質） 
 

大
問
内
容 

小
問 

問 題 正 答 
主な 

誤答例 

自
校
の
正
答
率 

市
の
正
答
率 

市
の
無
解
答
率 

設
定
通
過
率 

９
身
の
回
り
の
物
質 

(

水
溶
液) 

(1) 

溶液において溶質を

とかす液体の名称を

答える問題 

溶媒 水  53.1 12.9 70 

(2) 

物質が溶媒にとけて

も、全体の質量は変化

しないことを答える

問題 

イ ア  71.0 3.8 80 

(3) 

溶媒にとけたときの

溶質の粒子の様子を

答える問題 

ア オ  53.9 3.4 70 

10
身
の
回
り
の
物
質 

(

気
体) 

(1) 

気体のつくり方から、

発生する気体の名称

を答える問題 

酸素 二酸化炭素  51.7 9.2 70 

(2) 

気体のつくり方から、

発生する気体を判断

し、その気体の名称と

集める方法を答える

問題 

ア ウ 

 42.4 4.2 60 

上方置換 水上置換 

(3) 

気体のつくり方から、

発生する気体を判断

し、その性質を答える

問題 

イ 
ア 

ウ 
 63.4 2.7 70 

11
身
の
回
り
の
物
質 

(

溶
解
度) 

(1) 

グラフから水温が変

化したときのとける

質量の違いを答える

問題 

食塩 硝酸カリウム  81.0 7.0 80 

(2) 

食塩水の質量パーセ

ント濃度を求める問

題 

２０％ 
２５％ 

無解答 
 26.1 22.5 50 

(3) 

水溶液を冷やしたと

きに析出する規則正

しい形の固体の名称

を答える問題 

結晶 無解答  60.0 27.2 70 

(4) 

溶解度の差を利用し、

再結晶する物質の質

量を求める問題 

３８ｇ 無解答  31.7 22.8 50 

（単位：％） 
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問題 

 

 

分析 

（３）の問題は、粒子をモデルで表した食塩水中の食塩の様子を選択する問題であり、正答率 53.9％

と低かった。「食塩が水にすべてとけると水が食塩の粒子と粒子の間に均一に入りこみ、その状態はい

つまでも続くということ」の理解が十分とはいえない。誤答の中で多かったのは選択肢「オ」であり、

粒子は沈み、下方に集まると考えている生徒が多いと考えられる。 

指導のポイント 身の回りの物質（水溶液の性質）について 

観察、実験した結果を基に「粒子」の概念を使用して、事象をモデルと関連付けて考えさせたり、

説明させたりすることが大切である。また、モデルで表す活動を、授業の中に多く取り入れることも

必要である。小学校で学習した内容「物の溶け方（5 年）」との接続や、中学２年の学習内容「化学変

化と原子・分子」、中学３年の学習内容「化学変化とイオン」へのつながりを意識し系統性を図る必要

がある。 

 

 

化学（身の回りの物質） 
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問題 

 

分析 

（２）の問題は、平成 24年度も出題した、気体のつくり方から、発生する気体がアンモニアである

ことを判断し、その気体を集める方法及び方法名を答える問題である。平成24年度の正答率が49.0％、

平成 25 年度が 42.4％であり、アンモニアの性質と基本的な用語の理解に課題があると考えられる。 

指導のポイント 身の回りの物質（気体の性質）について 

気体の性質を調べたり、その性質にあわせた捕集方法を学習したりすることで、基本的な知識を身

に付けさせる。できれば、学習する気体一つ一つを生徒自身が発生、捕集し、性質を調べさせ、経験

による知識の深まりを促すことも大切である。生徒は小学６年の学習内容「ものの燃え方と空気」に

おいて酸素と二酸化炭素の存在を学習している。また、中学１年で「未知の白い粉を同定する」「未知

の金属を同定する」を学習してきた。この学習の系統性を意識させ、どのような視点で未知の気体を

同定できるかを考えさせ、実験する学習に発展させることが大切である。 

 

 

 

 

 

 



- 21 - 

 

 

分析 

（４）の問題は、再結晶する硝酸カリウムの質量を、溶解度を利用して求める問題である。正答率

は 31.7％と低く、無解答率は 22.8％と高かった。溶解度曲線と飽和水溶液についての理解が十分では

なく、析出する結晶を定量的に求めることが難しかったものと考えられる。 

指導のポイント 身の回りの物質（溶解度）について 

生徒は、物質をより多く水にとかすための方法として「水の温度を上げる」ということを既存の知

識として知っているが、「水の温度を上げて、とかす」ということに限られており、逆には考えにくい

傾向がある。結晶を析出させる定性的な実験を行い、「飽和水溶液を冷やすと、なぜ水にとけていた物

質が出てくるのか」について、グラフから考えさせることで、溶解度曲線の意味や再結晶する物質の

量について理解させる必要がある。 

 

問題 


